
スポーツボランティア・リーダー養成研修会
スポーツボランティア活動のやりがいや楽しみ方を知り、リーダーに必要な

「概論・理論・実技」を学び、ボランティアリーダーとして
茨城国体、オリンピック・パラリンピックなどで活躍してみませんか？

障害者スポーツボランティア スキルアップ講座 2018

・スポーツボランティア／スポーツボランティア・
リーダーとは

・スポーツボランティアに関する統計
・リスクマネジメント など

澁谷 茂樹
笹川スポーツ財団 スポーツ政策研究所 主席研究員

但野 秀信
日本スポーツボランティアネットワーク 事務局長

【主な講習内容】 【講師】

春学期 2018年7月26日（木） 10時～17時 共同利用棟Ａ102

秋学期 2019年2月7日（木） 10時～17時 共同利用棟Ａ101

☑ 受講対象： 「障害者スポーツボランティア実践講座（自由科目／特設）」受講修了生限定
※詳細は裏面をご覧ください。

※本講座までに別途オンデマンド講義（約2時間）の受講が必須となります。詳細は実践講座内（裏面参照）にてお伝えします。
※本講座（無料）を受講し、JSVN（日本スポーツボランティアネットワーク）のライセンス発行を希望する場合は
別途4,500円が必要になります。

※ライセンスに関する詳細はJSVNのHPをご確認ください ⇒ https://spovol.net/   

☑ 受講申込方法：詳細は「障害者スポーツボランティア実践講座」内でお伝えします。

問い合わせ先 ダイバーシティ・アクセシビリティ・キャリアセンター
☎ 029-853-4584 ✉ shougai-shien@un.tsukuba.ac.jp

主催 ： 筑波大学 ダイバーシティ・アクセシビリティ・キャリアセンター
オリンピック・パラリンピック総合推進室

共催 ： 笹川スポーツ財団、日本スポーツボランティアネットワーク

※春・秋学期は同じ内容になります。 ※開催時間に多少の変更が生じる場合があります。

リーダー養成研修会を通じて活きた現場での経験

産業能率大学 情報マネジメント学部4年 坂本 翔

高校まで運動部に所属していましたが、スポーツボランティアの経験がありませんでした。
大学入学後にスポーツイベントをマネジメントするゼミに所属し、スポーツボランティアの重要さを学んだ
ことから、大学2年生の時にスポーツボランティア研修会を受講しました。研修会にて、コミュニケーショ
ンの方法やボランティアの立ち位置について学べたことが、実際に携わった湘南国際マラソン大会でのボラ
ンティアに活きました。その後、スポーツボランティア・リーダー養成研修会を受講し、給水所のボラン
ティアリーダーとして活動する機会がありました。そこでは、ボランティアを纏め上げ、滞りなく進行でき
たのは、研修で学んだ上で現場に出たからと感じます。今では、私がスポーツボランティア活動を通じて学
び得た内容は、これから社会人として生きていく上での基礎スキルとなることを実感しています。

いきいき茨城ゆめ国体・いきいき茨城ゆめ大会
マスコットキャラクター「いばラッキー」

いきいき茨城ゆめ国体・いきいき茨城ゆめ大会
マスコットキャラクター「いばラッキー」


	スライド番号 1
	スライド番号 2

